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も く ひょう

算数
目標タイム 分

 学習のねらい

 取り組んだ日 月 日 曜日

2

直方体や立方体の体積の表し方を学習しよう！

体積の表し方

1辺が1cmの立方体を重ねて、右のような

直方体あと立方体いを作りました。

あといのかさは、それぞれ1辺が1cmの

立方体の何個分でしょう。

答え 答え

1cm
1cm

阿
あ

笠
がさ

博
はかせ

士

1cm

1cm 1cm

次の形を1辺が1cmの立方体を使って作りました。それぞれの形の体積は、何cm3でしょう。1

① ②

直方体や立方体のかさは、1辺が1cmの立方体が何個
こ

分かで表します。
あは、たてに3個

こ

、横に2個
こ

で、3×2＝6で6個
こ

。
いは、たてに2個

こ

、横に2個
こ

で、2×2＝4で4個
こ

、
それが2だんだから、4×2＝8で8個

こ

ですね。

答え　

答え　あ6個
こ

分　い8個
こ

分　　

1cm

1cm

1cm

1cm1cm

1cm
いあ

あの体積は 1cm3 の立方体が 6個分で、6cm3。
いの体積は 1cm3 の立方体が 8個分で、8cm3 じゃな！

1cm

あ　　個
こ

分　い　　個
こ

分

もののかさのことを、体積といいます。

1辺が1cmの立方体の体積は11cmcm33（立方センチメートル）（立方センチメートル）で、

これをもとにして、体積を表します。

1cm

1cm

1cm

1cm3

ナビ

ポイント

50
直方体や立方体の体積を求める学習です。
１辺が１cmの立方体が何個分かで体積を
表し、体積の公式の意味を理解していき
ます。

直方体と立方体の体積
体積の表し方

基
き

本
ほん

江
え

戸
ど

川
がわ

コナン



も く ひょう

算数

3

直方体や立方体の体積の求め方を学習しよう！

直方体・立方体の体積 左の直方体の体積は、何 cm3 でしょう。

立方体の体積も同じように考えることができます。

3×3×3＝27で27cm3

➡
立方体の体積＝1辺×1辺×1辺

直方体の体積は、次の公式を使って、求めることができます。

直方体の体積＝たて×横×高さ直方体の体積＝たて×横×高さ

立方体の体積は、次の公式で求めることができます。

立方体の体積＝1辺×1辺×1辺立方体の体積＝1辺×1辺×1辺

式　

式　5×4×3＝60　

答え

円
つぶら

谷
や

光
みつ

彦
ひこ

3cm

5cm

1cm3

4cm

3（個
こ

）

➡➡ 3（個
こ

）

3（個
こ

）

1cm3

直方体の中に１
辺１cm の立方
体が何個

こ

あるの
でしょうか…。

直方体の体積は、1cm3の立方体が全部で何個
こ

あるかを計算すると求められます。

3だん（×3）

2だん（×2）

1だん（×1）

3cm

3cm

3cm

横　4個
こ

たて　5個
こ

1だん目は、たてに5個
こ

、
横に4個

こ

ならんでいるので
5×4＝20で 20個

こ

です。
それが3だん重なっているので、
5×4×3＝60　で60個

こ

。
（たて　　横　　　高さ　　直方体の体積）

直方体の体積は、60cm3 とわかります。

ナビ

ポイント

ポイント

答え　60cm3　



4

①〜③の直方体や立方体の体積は、何cm3でしょう。2

答え

答え

答え

①

③

②

10cm

8cm

12cm

5cm

5cm2cm

2cm 8cm

5cm

式

式

式

①〜③の直方体や立方体の、たて・横の長さと体積をもとに、高さは何cm
かを求めましょう。

3

①

②

③

□cm

□cm

□cm

4cm

体積
64cm3

体積
96cm3

体積
360cm3

4cm

8cm

2cm

3cm

4cm 答え

式

答え

式

答え

式

たて×横＝底の面積　だから、
直方体の体積＝底の面積×高さ　になるね。
高さ＝体積÷底の面積　で求められるよ。



5

答え

式

答え

式

答え

式

ある店で売っている3種類のダンボール箱の、長さや体積を表にしました。
㋐〜㋒にあてはまる数を計算して書きましょう。

商品名 たての長さ
（cm） 横の長さ（cm） 高さ（cm） 体積（cm3）

1 ダンボール（小） 15 15 12 ㋐

2 ダンボール（中） 30 25 ㋑ 15000

3 ダンボール（大） 48 ㋒ 25 36000

4

①～③の展
てん

開
かい

図
ず

をもとに直方体の見
み

取
とり

図
ず

をかきました。たて・横・高さの長さ
を に書いてから、体積は何cm3か求めましょう。１目もりは１cmです。

5

①

②

③

〈展
てん

開
かい

図
ず

〉

〈展
てん

開
かい

図
ず

〉

〈展
てん

開
かい

図
ず

〉

〈見
み

取
とり

図
ず

〉

〈見
み

取
とり

図
ず

〉

〈見
み

取
とり

図
ず

〉

cm

cm

cm

cm

cm

cm

cm

cm
cm



6

分 月 日 曜日 取り組んだ日目標タイム

さいころの表の面と
うらの面の数字の和
は、必ず 7になるね。

●
●
●

●� ●
●� ●
●� ●

●
●� ●
●� ●
●� ●

●�●
●�●

●� ●
●

●� ●

●
●
●

●
●

●
●
●

●� ●
●� ●
●� ●

●
●� ●
●� ●
●� ●

●�●
●�●

●� ●
●

●� ●

●
●
●

●
●

（答え）下に答えを書こう。

1つのさいころは左のような
太線で切って組み立てること
ができるね。もう１つのさい
ころは、どう切ればいいかな。

・さいころを作ろう
・立方体の数はいくつ ?

算数
マスター

挑
ちょう

戦
せん

1 30

正方形のます目がたて４列、横４列かかれた厚
あつ

紙
がみ

があ
ります。この厚

あつ

紙
がみ

にさいころを２つ作れるように、８
つの目をかきました。しかし、さいころの目があと４
つたりません。右下の（答え）のあいているます目にた
りない「目」をかいてみましょう。

ヒント

怪 ッドキ盗
かい とう その１

怪
かい

盗
とう

キッド



7

そのとおり。下の表にまとめて、
１だんあたりの増

ふ

える数を見つ
けてください。
上から６だんめの箱の数も計算
で求められますよ。

一番上のだんは1個
こ

、
上から2だんめは見えない1
個
こ

を入れて3個
こ

。
上から3だんめは…6個

こ

だね！

答え

←積んだ箱を真上から見ると、こうなっているよ。

使った立方体の箱は全部で� 個
こ

上から1だんめ 上から2だんめ 上から3だんめ 上から4だんめ 上から5だんめ 上から6だんめ

箱の数 1個
こ

3個
こ

6個
こ

増
ふ

えた数

一番上のだん 一番下のだん

　下の図のように、立方体の箱を6だん積み上げました。
全部で何個

こ

の立方体を使ったか、答えられますか ?
見えない部分にも、立方体が積んであることに注意しま
しょう。

吉
よし

田
だ

歩
あゆ

美
み

小
こ

嶋
じま

元
げん

太
た

怪 ッドキ盗
かい とう その2



8

分 月 日 曜日 取り組んだ日目標タイム

次の3つの形のうち、面積が同じなのはどれとどれでしょう。2

形のなかに線を引い
て、小さな三角形を
作るとわかるよ。

答え

答え

ア　正方形

ア

ア

図 1

図 2

イ　直角二等辺三角形

イ

イ

ウ　台形

図1のような、大きさのちがう2まいのおり紙があります。重ねると、図
2のようになります。イのおり紙は、アのおり紙の何倍の大きさでしょう。

1

重なった部分の大きさを
比
くら

べてみると
わかりそうだな。

10cm

20cm 20cm

10cm

5cm

・何倍の大きさかな？
・かげの形を考えよう

ひらめき

図形

挑
ちょう

戦
せん

2 30

ヒント

赤
あか

井
い

秀
しゅう

一
いち



9

正面からの光でできるかげ

①

ガラスのテーブル

右側から
の光

正面からの光

真上からの光

真上からの光でできるかげ

右側からの光で
できたかげ

ガラスのテーブルの上に積んだ角ざとうに、真上、右側、正面から光をあて
ます。かべやゆかには、どんなかげができるでしょう。①と②のます目に
例
れい のようにかげになる部分をぬりましょう。

3

②

例
れい



複
ふく

合
ごう

教
きょう

科
か

問題

４人が、４つの県の特色を調べて発表しました。
４人の発

はっ

表
ぴょう

内
ない

容
よう

を読んで、問題に答えましょう。

日本の都道府県
国語 読

どっ
解
かい
　 算数 表のまとめ　 社会 日本の国土

わたしが調べたのは、人口およそ 9696万人、面積 11万 16371637km² の
東北地方の北西部にある県です。西は日本海に面し、男

お

鹿
が

半島がつき
出ています。東部は奥

おう

羽
う

山脈、南部は丁
ひのと

岳
だけ

山地に囲まれていて、北部
には青森県との境

さかい

にブナの原生林で有名な白
しら

神
かみ

山地が広がり、世界自
然遺

い

産
さん

にも登録されています。稲
いな

作
さく

や林業がさかんです。またこの県
にある田

た

沢
ざわ

湖
こ

は、深さ日本一の湖として知られています。

わたしが調べたのは、中国地方の中南部にある県です。人口はおよそ
281281万人で、面積は 84798479km² です。南部は瀬

せ

戸
と

内
ない

海
かい

に面し、100100
をこえる島々があります。漁業は沿

えん

岸
がん

漁
ぎょ

業
ぎょう

が中心で、カキの養しょく
の生産高は日本一です。第二次世界大戦時に世界で最初に原

げん

爆
ばく

が落と
され、当時の悲さんさや平和の大切さを伝える原

げん

爆
ばく

ドームがあります。
世界文化遺

い

産
さん

にも登録されています。

コナン

光
みつ

彦
ひこ

歩
あゆ

美
み

灰
はい

原
ばら

ボクは、中部地方の南東部にある県を調べました。県の南は太平洋に
面し、北には世界文化遺

い

産
さん

に登録された富
ふ

士
じ

山
さん

などの高山がそびえて
います。東部には伊

い

豆
ず

半
はん

島
とう

があり、温せんが多いことで有名です。西
部にある浜

はま

名
な

湖
こ

は、うなぎの産地として有名です。お茶の産出量は日
本 11位です。人口はおよそ 365365万人で、県の面積は 77777777km² です。

ボクが調べたのは、九州地方の北西部にある県です。半島部のほかに五島
列島、対

つ

馬
しま

、壱
い

岐
き

などの島々がたくさんあって、島の総
そう

面
めん

積
せき

は県の面積
41304130km² の半分近くになります。漁港が発達していて、アジ類の魚の
取れ高は日本一です。昔、日本が外国とのかかわりを断

た

っていた時代、こ
の県の出島だけがオランダと交流する場でした。人口はおよそ134134万人
です。

10

取り組んだ日分 月 日 曜日20目標タイム



4 人はそれぞれ、何県について調べたのでしょう。 の中から１つずつ選
んで、漢字で答えましょう。

 で答えた県を、日本の東から西に位置する順にならべましょう。

4 人が調べた県の人口と面
積の順位を表にまとめ、県
名を漢字で書きましょう。
人口は多い順に、面積は広
い順にそれぞれ上から書き
ましょう。

コナンくんと歩
あゆ

美
み

さんが調べた内容について、２つの県に共通して言える
ことを１つ選び、記号を○で囲みましょう。
ア　県の南部には山地がある。
イ　多くの島々がある。
ウ　世界自然遺

い

産
さん

か、世界文化遺
い

産
さん

がある。
エ　共通するものはない。

光
みつ

彦
ひこ

くんと灰
はい

原
ばら

さんが調べた内容について、２つの県に共通して言えるこ
とを１つ選び、記号を○で囲みましょう。
ア　県の南部には山地がある。
イ　多くの島々がある。
ウ　沖合漁業がさかん。
エ　共通するものはない。

広島県は造
ぞう

船
せん

業
ぎょう

がさかんです。その理由を２つ、20字程
てい

度
ど

で書きましょう。
県の特色について、左ページに書かれている内容をもとに書きましょう。

1

2

3

4

5

6

佐賀県　 長崎県　 秋田県　 岩手県　 神奈川県　 静岡県　 広島県　 山口県

人口 面積

1 位

2 位

3 位

4 位

➡ ➡ ➡

理由 1

理由 2

安
あ

室
むろ

透
とおる

よく読んで
くださいね！

11



取り組んだ日分 月 日 曜日目標タイム

思考の達人
ツール

みんなに考えるワザを教えてあげよう。
まずは「比

くら

べる」ワザにチャレンジじゃ！　
これは、いくつかのもののちがうところと同じところを見つけることなんじゃ。

〈新聞 〉 〈 テレビ 〉

比
くら

べるところ

ちがうところ ちがうところ

「比
くら

べる」ワザにチャレンジ！

文字、写真

情
じょう

報
ほう

を伝える

紙
ガラス、
プラスチック
など

文字、写真、
映
えい

像
ぞう

新聞とテレビ、どちらにも
長所と短所があるね。
使う人や使う場面によってもちがうんだ。

わたしは
こう思ったよ！ 比

くら

べてみて思ったことを書いてみよう！

考えるワザをみがこう！ : ベン図

情
じょう

報
ほう

の
種類

材料

機
き

能
のう

同じところ

新聞とテレビを比
くら

べようお題

20

まずは、練習
してみよう！

サッカーは
動いているところを
見たいから
テレビがいいなぁ。

12



比
くら

べてみて思ったことを書いてみよう！（思ったこと何でもいいよ！）

自分たちの学校と、インドのある学校の
授
じゅ

業
ぎょう

風
ふう

景
けい

を比
くら

べよう
お題

ちがうところ ちがうところ

〈 自分たちの学校 〉 〈 インドのある学校 〉

自分たちの授
じゅ

業
ぎょう

風
ふう

景
けい

を
よーく思い出そう！

ぼくたちの
教室にあるものが
ないですね！

同じところ
比
くら

べるところ

〈 インドのある学校の授
じゅ

業
ぎょう

風景 〉

やって
みよう！

13
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 取り組んだ日

目標タイム

 学習のねらい

月

日

曜
日

分

国語

25

基
き

本
ほん

1

問
題
を
通
し
て
語
い
を
増ふ

や
し
て
い
き

ま
す
。「
体
の
部
分
を
使
っ
た
慣か

ん

用よ
う

句く

」

は
、
日に

ち

常じ
ょ
う

会か
い

話わ

で
も
よ
く
使
う
慣か

ん

用よ
う

句く

ば
か
り
で
す
の
で
、
意
味
と
使
い
方
を

覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

言
葉慣か

ん

用よ
う

句く

体
の
部
分
を
使
っ
た
慣か

ん

用よ
う

句く

☆
本
来
の
体
の
働
き
と
関
係
の
深
い
も
の

☆
本
来
の
体
の
働
き
と
は
関
係
の
な
い
も
の

目
が
高
い
⇨ 
価か

値ち

を
見
分
け
る
力
が
あ
る
。

耳
が
早
い
⇨ 
す
ば
や
く
情じ

ょ
う

報ほ
う

を
聞
き
つ
け
る
。

口
が
軽
い
⇨ 

お
し
ゃ
べ
り
で
あ
る
。

鼻
に
か
け
る
⇨ 

得と
く

意い

に
な
る
。
自
ま
ん
す
る
。

足
が
出
る　

⇨ 

予
算
を
こ
え
て
し
ま
う
。

体
の
部
分
を
使
っ
た
慣か

ん

用よ
う

句く

「
慣か

ん

用よ
う

句く

」
と
は
、
二
つ
以
上
の
言
葉

が
結
び
つ
い
て
、
あ
る
決
ま
っ
た
意

味
を
表
す
言
葉
じ
ゃ
よ
。

こ
っ
ち
は
意
味
を
知
ら
な
い
と

使
え
な
い
わ
ね
。

こ
れ
は
意
味
の
見
当
が
つ
き
や
す
い
で
す
ね
。

次
の
慣か

ん

用よ
う

句く

の
意
味
に
合
う
ほ
う
の（　

）

（　

）に
○
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

1

ア（　

）自
分
の
欠
点
を
言
わ
れ
て
つ
ら
い
。

イ（　

）耳
に
病
気
が
あ
る
。

　

 

耳
が
い
た
い

ア（（　　

））あ
つ
か
い
に
こ
ま
る
。

イ（（　　

））や
け
ど
す
る
。

① 

手
を
焼
く

ア（（　　

））相
手
を
こ
ま
ら
せ
る
。

イ（（　　

））相
手
に
は
じ
を
か
か
せ
る
。

② 

顔
に
ど
ろ
を

　

 

ぬ
る

ア（（　　

））悪
い
こ
と
を
や
め
る
。
改
心
す
る
。

イ（（　　

））物
事
に
真
け
ん
に
取
り
組
む
。

③ 

足
を
あ
ら
う

ア（（　　

））え
ら
そ
う
な
態た

い

度ど

を
と
ら
な
い
。

イ（（　　

））地
面
に
す
わ
っ
て
、
安
定
し
て
い
る
。

④ 

こ
し
が
低
い

例例

例

いっしょに覚えよう！

江
え

戸
ど

川
がわ

コナン

阿
あ

笠
がさ

博
は か せ

士 灰
はい

原
ばら

哀
あい

円
つぶら

谷
や

光
みつ

彦
ひこ

2



熟じ
ゅ
く

語ご

の
し
り
と
り

語い力
アップ

に
し
た
が
っ
て
熟じ

ゅ
く

語ご

が
で
き
る
よ
う
に
、
□□
に
合
う
漢
字
を 　
　

 

か
ら
選
ん
で
書
き
入
れ
ま
し
ょ
う
。

2

行

進

作 物

暗

本 記

出
発

①

②③

力

屋 題

物

験育声楽

発
①

②③

④

⑤

日　

好　

明

運　

動

術　

音　

問　

件

校　

学　

体　

見

1

2

3



 取り組んだ日

目標タイム

 学習のねらい

月

日

曜
日

分

国語
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
下
の
問
題
に
答
え
ま
し
ょ
う
。

1

1 

⑴
―
―
「『
バ
ベ
ル
の
塔と

う

』
の
話
」
は
、
ど
こ
ま
で
書
か
れ
て
い
ま
す

か
。
終
わ
り
の
五
字
を
ぬ
き
出
し
て
答
え
ま
し
ょ
う
。（
句く

読と
う

点て
ん

は
数

え
ま
せ
ん
。）

2  　

  　
　

に
あ
て
は
ま
る
接せ

つ

続ぞ
く

語ご

を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え

ま
し
ょ
う
。

ア　

そ
し
て　
　
　

イ　

つ
ま
り　
　
　

ウ　

た
と
え
ば

エ　

と
こ
ろ
が　
　

オ　

な
ぜ
な
ら

 

3 

⑵
―
―
「
人
間
た
ち
の
思
い
上
が
り
」
の
内な

い

容よ
う

に
あ
た
る
一
文
は
、

ど
れ
で
し
ょ
う
。
は
じ
め
と
終
わ
り
の
五
字
を
書
き
ま
し
ょ
う
。（
句く

読と
う

点て
ん

は
数
え
ま
せ
ん
。）

 

は
じ
め　

終
わ
り　

Ａ

❶ 　

み
な
さ
ん
は
⑴

「
バ
ベ
ル
の
塔と

う

」

の
話
を
、
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
。（
略り

ゃ
く

）

❷ 　

昔
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
平
原

（
現げ

ん

在ざ
い

の
イ
ラ
ク
の
あ
た
り
）
に
住

む
人
々
は
、
れ
ん
が
や
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
を
つ
く
り
出
し
、
立り

っ

派ぱ

な
家

を
建
て
、
町
づ
く
り
に
は
げ
ん
で

い
ま
し
た
。
人
々
は
自
信
に
満
ち

あ
ふ
れ
、「
さ
あ
、
こ
ん
ど
は
、
み

ん
な
が
そ
の
下
に
い
っ
し
ょ
に
住

め
る
よ
う
な
、
天
ま
で
届と

ど

く
大
き

な
塔と

う

を
立
て
、
わ
れ
わ
れ
の
力
と

名
前
を
、
世
界
中
に
広
め
て
や
ろ

う
じ
ゃ
な
い
か
」
と
考
え
、
天
ま

で
届と

ど

く
塔と

う

の
建け

ん

設せ
つ

に
と
り
か
か
り
ま
し
た
。 　

  　
　

、
こ
の
よ
う
す

を
見
て
い
た
神
さ
ま
は
、
こ
れ
を
快

こ
こ
ろ
よ

く
思
わ
ず
、
⑵

人
間
た
ち
の
思

い
上
が
り
を
い
ま
し
め
る
た
め
に
、「
よ
し
、
そ
れ
な
ら
、
彼か

れ

ら
の
こ

と
ば
を
乱み

だ

し
、
お
た
が
い
の
言
っ
て
い
る
こ
と
が
通
じ
な
く
な
る
よ

う
に
し
て
や
ろ
う
」
と
思
い
立
ち
、

そ
れ
を
実
行
に
移う

つ

し
ま
し
た
。

❸ 　

さ
あ
、
大
変
で
す
。
あ
る
日
突と

つ

然ぜ
ん

、
お
た
が
い
の
言
っ
て
い
る
こ

と
が
ま
っ
た
く
通
じ
な
く
な
っ
た

の
で
す
か
ら
、
人
々
は
大だ

い

混こ
ん

乱ら
ん

に

お
ち
い
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
、「
金
づ
ち
」
を
持
っ
て
来

い
、
と
言
っ
た
の
に
「
釘く

ぎ

」
を
持
っ
て
き
た
り
、「
釘く

ぎ

を
打
っ
て
く
れ
」

と
言
っ
た
の
に
、
か
け
ず
り
ま
わ
っ
た
り
、
と
い
う
具
合
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。
こ
れ
で
は
、
塔と

う

の
建け

ん

設せ
つ

が
、
調
子
よ
く
進
む
は
ず
も
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
人
々
が
い
っ
し
ょ
に
暮く

ら
し
て
い
く

こ
と
さ
え
、
む
ず
か
し
い
状じ

ょ
う

態た
い

に
な
り
ま
し
た
。
結
局
、
塔と

う

の
建け

ん

設せ
つ

は
中
止
し
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
り
、
人
々
は
ち
り
ぢ
り
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

❹ 　

こ
の
話
は
、「
こ
と
ば
」
と
い
う
も
の
が
、人
間
が 　

  　
　

 

う
え
で
、

い
か
に
⑶

か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
み
ご

と
に
物
語
っ
て
い
ま
す
。

❺ 　

実じ
っ

際さ
い

、
私

わ
た
く
し

た
ち
の
社
会
は
、
こ
と
ば
が
な
け
れ
ば
、
何
事
も
成
し

え
な
い
よ
う
に
で
き
て
い
ま
す
。
こ
と
ば
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
も
の

ご
と
を
深
く
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
の
考
え
て
い
る
こ
と
を
相

手
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 　

  　
　

 

、
相
手
の
考
え
て
い
る

こ
と
も
、
こ
と
ば
で
表ひ

ょ
う

現げ
ん

さ
れ
て
は
じ
め
て
、
理り

解か
い

す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。

Ａ

Ｂ

Ｃ

読ど
っ

解か
い[

説
明
文]

話
し
こ
と
ば
の
ひ
み
つ

筆
者
の
最
も
言
い
た
い
こ
と
に
注
目
し
よ
う
。

50

人ひ
と

々び
と

の
生
活
に
と
っ
て
大
切
な
話
し
言
葉
に

つ
い
て
の
説
明
文
で
す
。
説
明
の
仕
方
、
文

章
の
組
み
立
て
な
ど
、
段だ

ん

落ら
く

ご
と
に
何
を
説

明
し
て
い
る
の
か
に
注
目
し
な
が
ら
、
筆
者

の
最
も
言
い
た
い
こ
と
を
考
え
ま
す
。

基
き

本
ほん

2

4



4  　

  　
　

に
あ
て
は
ま
る
言
葉
と
し
て
最
も
適て

き

当と
う

な
も
の
を
次
の
中
か

ら
選
び
、
記
号
で
答
え
ま
し
ょ
う
。

ア　

自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る

イ　

共
同
作
業
や
共
同
生
活
を
営い

と
な

む

ウ　

議ぎ

論ろ
ん

を
た
た
か
わ
す

エ　

感か
ん

情じ
ょ
う

を
う
ま
く
表ひ

ょ
う

現げ
ん

す
る 

5 

⑶
―
―
「
か
け
が
え
の
な
い
」
と
は
、
ど
う
い
う
意
味
で
す
か
。
次

の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
ま
し
ょ
う
。

ア　

役
に
立
た
な
い　
　
　
　

イ　

と
て
も
大
切
な

ウ　

あ
て
に
な
ら
な
い　
　
　

エ　

信
用
で
き
な
い

6  　

  　
　

に
あ
て
は
ま
る
接せ

つ

続ぞ
く

語ご

を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え

ま
し
ょ
う
。

ア　

で
も　
　
　

イ　

さ
て　
　
　

ウ　

で
は

エ　

ま
た　
　
　

オ　

ま
た
は

 7 

❶
〜
❺
段だ

ん

落ら
く

ま
で
の
文
で
、
筆
者
の
最
も
言
い
た
い
こ
と
が
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
の
は
、
ど
の
段だ

ん

落ら
く

で
す
か
。
番
号
で
答
え
ま
し
ょ
う
。

 
 

段だ
ん

落ら
く

ＢＣ

❶ 　

み
な
さ
ん
は
⑴

「
バ
ベ
ル
の
塔と

う

」

の
話
を
、
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
。（
略り

ゃ
く

）

❷ 　

昔
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
平
原

（
現げ

ん

在ざ
い

の
イ
ラ
ク
の
あ
た
り
）
に
住

む
人
々
は
、
れ
ん
が
や
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
を
つ
く
り
出
し
、
立り

っ

派ぱ

な
家

を
建
て
、
町
づ
く
り
に
は
げ
ん
で

い
ま
し
た
。
人
々
は
自
信
に
満
ち

あ
ふ
れ
、「
さ
あ
、
こ
ん
ど
は
、
み

ん
な
が
そ
の
下
に
い
っ
し
ょ
に
住

め
る
よ
う
な
、
天
ま
で
届と

ど

く
大
き

な
塔と

う

を
立
て
、
わ
れ
わ
れ
の
力
と

名
前
を
、
世
界
中
に
広
め
て
や
ろ

う
じ
ゃ
な
い
か
」
と
考
え
、
天
ま

で
届と

ど

く
塔と

う

の
建け

ん

設せ
つ

に
と
り
か
か
り
ま
し
た
。 　

  　
　

、
こ
の
よ
う
す

を
見
て
い
た
神
さ
ま
は
、
こ
れ
を
快

こ
こ
ろ
よ

く
思
わ
ず
、
⑵

人
間
た
ち
の
思

い
上
が
り
を
い
ま
し
め
る
た
め
に
、「
よ
し
、
そ
れ
な
ら
、
彼か

れ

ら
の
こ

と
ば
を
乱み

だ

し
、
お
た
が
い
の
言
っ
て
い
る
こ
と
が
通
じ
な
く
な
る
よ

う
に
し
て
や
ろ
う
」
と
思
い
立
ち
、

そ
れ
を
実
行
に
移う

つ

し
ま
し
た
。

❸ 　

さ
あ
、
大
変
で
す
。
あ
る
日
突と

つ

然ぜ
ん

、
お
た
が
い
の
言
っ
て
い
る
こ

と
が
ま
っ
た
く
通
じ
な
く
な
っ
た

の
で
す
か
ら
、
人
々
は
大だ

い

混こ
ん

乱ら
ん

に

お
ち
い
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
、「
金
づ
ち
」
を
持
っ
て
来

い
、
と
言
っ
た
の
に
「
釘く

ぎ

」
を
持
っ
て
き
た
り
、「
釘く

ぎ

を
打
っ
て
く
れ
」

と
言
っ
た
の
に
、
か
け
ず
り
ま
わ
っ
た
り
、
と
い
う
具
合
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。
こ
れ
で
は
、
塔と

う

の
建け

ん

設せ
つ

が
、
調
子
よ
く
進
む
は
ず
も
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
人
々
が
い
っ
し
ょ
に
暮く

ら
し
て
い
く

こ
と
さ
え
、
む
ず
か
し
い
状じ

ょ
う

態た
い

に
な
り
ま
し
た
。
結
局
、
塔と

う

の
建け

ん

設せ
つ

は
中
止
し
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
り
、
人
々
は
ち
り
ぢ
り
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

❹ 　

こ
の
話
は
、「
こ
と
ば
」
と
い
う
も
の
が
、人
間
が 　

  　
　

 

う
え
で
、

い
か
に
⑶

か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
み
ご

と
に
物
語
っ
て
い
ま
す
。

❺ 　

実じ
っ

際さ
い

、
私

わ
た
く
し

た
ち
の
社
会
は
、
こ
と
ば
が
な
け
れ
ば
、
何
事
も
成
し

え
な
い
よ
う
に
で
き
て
い
ま
す
。
こ
と
ば
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
も
の

ご
と
を
深
く
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
の
考
え
て
い
る
こ
と
を
相

手
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 　

  　
　

 

、
相
手
の
考
え
て
い
る

こ
と
も
、
こ
と
ば
で
表ひ

ょ
う

現げ
ん

さ
れ
て
は
じ
め
て
、
理り

解か
い

す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。

Ａ

Ｂ

Ｃ

最
初
か
最
後
に
書
か
れ
て
い
る

こ
と
が
多
い
よ
！

筆
者
の
最
も
言
い
た
い
こ
と
に
注
目
し
よ
う
。

5



国語
マスター

 取り組んだ日

目標タイム

月

日

曜
日

分

①　
（（　
　

））　　
②　
（（　
　

））　　
③　
（（　
　

））

④　
（（　
　

））　　
⑤　
（（　
　

））

えう報ほ
うを行 てよ とに言とにい「 お王

ばそ告こ
くおかしはう二におうが、、わあしさむ

おをしかせばいに人し金のでこ美たるゃまか
ろつましまらな見はまをできのしく日れはし
かいせいしくかせ二しあすな布ぬ

のいし、で、、
者たんとたしっか台たた。いは布ぬ

のた二、一ひ
とので思。てたけの。え王不、をち人服日と
思でしいけ、のま機は

た 、さ思お織おはのがにり
わすたまら王でしの おま議ろる、う大何の
れ。 しいさすたそ 城し

ろはなかこまそす度王
る ⑤ はま。 ば の、布ぬ

の者とだつきもさ
かし が機は

たは ④ 中こでにがだきで着ま
ら布ぬ

のご、のけも でのごはでれがしがが
でがとそ上らあ ③ 布ぬ

の話ざまきもおたえい
す見なれにいり本 ををいっま見城し

ろ。をま

。え布ぬ
のを何をま当働 織お信またすた すし

なで王も仕せはい らじすく。 ① るた
いすさな事ん何て 、。」見おと ほ。
と。」まい場。もい 二とるまがて どこ
言とにのへ しる 人、こけな、 、の

①

②

③

④
⑤

せ 。

に

に

せ

、

キ エ

オ

カ

ア

イ

ウ

る

表

る

さ

二 た 三

た

も

こ

こ

、

も

こ み

れ

れ

こ

も

。
ク

で で布ぬ
の

も

ア
ン
デ
ル
セ
ン
の「
裸は

だ
か

の
王
様
」の
パ
ズ
ル
だ
よ
。

ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
童
話
を
完
成
さ
せ
よ
う
。

上
の
五
つ
の
空
白
を
う
め
る
に
は
、
次
の
ど
の

ピ
ー
ス
を
あ
て
は
め
れ
ば
よ
い
か
考
え
る
ん
じ
ゃ
。

左
の
①
〜
⑤
の
空く

う

ら
ん
に
あ
て
は
ま
る
も
の
を
、
下
の
ア
〜
ク
の
中
か
ら
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
記
号
で
答
え
ま
し
ょ
う
。

1

「

。

し

「現あ
ら
わ

20

名
作
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル

言
葉
を
お
ぼ
え
よ
う

挑
ちょう

戦
せん

1

6



ど
ん
な
意
味
か
、
辞
典
で
調
べ
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

知
ら
ぬ
が
仏ほ

と
け（（　

　

））

仏ほ
と
け

の
顔
も
三
度（（　
　

））

地じ

ご
く
で
仏ほ

と
け

に
会
う（（　
　

））

　

で
は
、
ア
〜
ウ
の
熟じ

ゅ
く

語ご

の
「
過カ

」
は
、
①
・
②
の
ど
ち
ら
の
意
味
で
使

わ
れ
て
い
ま
す
か
。
番
号
で
答
え
ま
し
ょ
う
。

　

ア　

通つ
う

過か（（　
　

））　
イ　

過か

失し
つ（（　

　

））　
ウ　

過か

去こ（（　
　

））

　

ア　

ひ
ど
く
こ
ま
っ
て
い
る
と
き
に
助
け
を
受
け
る
。

　

イ　

知
ら
な
け
れ
ば
、
平
気
で
い
ら
れ
る
。

　

ウ　
�

ど
ん
な
に
や
さ
し
い
人
で
も
、
た
び
た
び
め
い
わ
く
を
か
け
れ

ば
、
お
こ
り
だ
す
。

　

①　

過す

ぎ
る
こ
と
。
こ
え
る
こ
と
。

　

②　

ま
ち
が
え
る
こ
と
。
あ
や
ま
ち
。

①②

③

「
過
」の
意
味

「
仏
」を
使
っ
た
こ
と
わ
ざ

「
過
」と
い
う
漢
字
に
は
、
次
の
二
つ
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

2

次
の
こ
と
わ
ざ
の
意
味
を
後
か
ら
選
ん
で
、（（　

））
に
記
号
を
書

き
ま
し
ょ
う
。

3

「
の
ど
も
と
過す

ぎ
れ
ば
熱
さ
を
わ
す
れ
る
」

「
過す

ぎ
た
る
は
お
よ
ば
ざ
る
が
ご
と
し
」

調べよう！
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つたえる

作文

 取り組んだ日

目標タイム

月

日

曜
日

分

好
き
な
食
べ
物
・
苦
手
な
食
べ
物
を
三
つ
挙
げ
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
ら
を
選
ん
だ
理
由
も
書
き
ま
し
ょ
う
。

1

1
2

3

第
三
位

第
一
位第

二
位

1
2

3

第
三
位

第
一
位第

二
位

選
ん
だ
理
由
は
？

選
ん
だ
理
由
は
？

① 

好
き
な
食
べ
物　

ベ
ス
ト
３ス

リ
ー

② 

苦
手
な
食
べ
物　

ワ
ー
ス
ト
３ス

リ
ー

ラ
ン
キ
ン
グ
を
し
て
み
よ
う

い
ろ
い
ろ
な
テ
ー
マ
で
三
つ
考
え
て
順
位

を
つ
け
る
問
題
で
す
。
選
ん
だ
理
由
を
説

明
す
る
こ
と
で
、
思
考
力
や
表ひ

ょ
う

現げ
ん

力り
ょ
く

を
養

う
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。
ラ
ン
キ
ン
グ
し

て
理
由
を
書
く
作
業
は
、
作
文
に
も
役
立

ち
ま
す
。

40

挑
ちょう

戦
せん

2

8



今
年
に
な
っ
て
、
テ
レ
ビ
・
新
聞
の
ニ
ュ
ー
ス
の
中
で
、
印
象
に
残
っ
て
い
る
も
の
を
三
つ
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

2

ま
ず
は　

第　

三　

位

そ
れ
は
ど
ん
な
ニ
ュ
ー
ス
？

選
ん
だ
理
由
は
？

次
は　

第　

二　

位

そ
れ
は
ど
ん
な
ニ
ュ
ー
ス
？

選
ん
だ
理
由
は
？

い
よ
い
よ　

第　

一　

位

そ
れ
は
ど
ん
な
ニ
ュ
ー
ス
？

選
ん
だ
理
由
は
？

毎
日
、
い
ろ
い
ろ
な
ニ
ュ
ー
ス
が
あ

る
ね
。
今
年
も
い
ろ
ん
な
こ
と
が
起

き
て
い
る
け
ど
、
印
象
に
残
る
ニ
ュ

ー
ス
を
三
つ
挙
げ
て
み
よ
う
。

9
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も く ひょう

算数
目標タイム 分

 学習のねらい

 取り組んだ日 月 日 曜日

2

直方体や立方体の体積の表し方を学習しよう！

体積の表し方

1辺が1cmの立方体を重ねて、右のような

直方体あと立方体いを作りました。

あといのかさは、それぞれ1辺が1cmの

立方体の何個分でしょう。

答え 答え

1cm
1cm

阿
あ

笠
がさ

博
はかせ

士

1cm

1cm 1cm

次の形を1辺が1cmの立方体を使って作りました。それぞれの形の体積は、何cm3でしょう。1

① ②

直方体や立方体のかさは、1辺が1cmの立方体が何個
こ

分かで表します。
あは、たてに3個

こ

、横に2個
こ

で、3×2＝6で6個
こ

。
いは、たてに2個

こ

、横に2個
こ

で、2×2＝4で4個
こ

、
それが2だんだから、4×2＝8で8個

こ

ですね。

答え　

答え　あ6個
こ

分　い8個
こ

分　　

1cm

1cm

1cm

1cm1cm

1cm
いあ

あの体積は 1cm3 の立方体が 6個分で、6cm3。
いの体積は 1cm3 の立方体が 8個分で、8cm3 じゃな！

1cm

あ　　個
こ

分　い　　個
こ

分

もののかさのことを、体積といいます。

1辺が1cmの立方体の体積は11cmcm33（立方センチメートル）（立方センチメートル）で、

これをもとにして、体積を表します。

1cm

1cm

1cm

1cm3

ナビ

ポイント

50
直方体や立方体の体積を求める学習です。
１辺が１cmの立方体が何個分かで体積を
表し、体積の公式の意味を理解していき
ます。

直方体と立方体の体積
体積の表し方

基
き

本
ほん

江
え

戸
ど

川
がわ

コナン

6 8

3cm3 18cm3

たてに3個、横に3個、
それが2だんだから、
3×3×2＝18で18個



も く ひょう

算数

3

直方体や立方体の体積の求め方を学習しよう！

直方体・立方体の体積 左の直方体の体積は、何 cm3 でしょう。

立方体の体積も同じように考えることができます。

3×3×3＝27で27cm3

➡
立方体の体積＝1辺×1辺×1辺

直方体の体積は、次の公式を使って、求めることができます。

直方体の体積＝たて×横×高さ直方体の体積＝たて×横×高さ

立方体の体積は、次の公式で求めることができます。

立方体の体積＝1辺×1辺×1辺立方体の体積＝1辺×1辺×1辺

式　

式　5×4×3＝60　

答え

円
つぶら

谷
や

光
みつ

彦
ひこ

3cm

5cm

1cm3

4cm

3（個
こ

）

➡➡ 3（個
こ

）

3（個
こ

）

1cm3

直方体の中に１
辺１cm の立方
体が何個

こ

あるの
でしょうか…。

直方体の体積は、1cm3の立方体が全部で何個
こ

あるかを計算すると求められます。

3だん（×3）

2だん（×2）

1だん（×1）

3cm

3cm

3cm

横　4個
こ

たて　5個
こ

1だん目は、たてに5個
こ

、
横に4個

こ

ならんでいるので
5×4＝20で 20個

こ

です。
それが3だん重なっているので、
5×4×3＝60　で60個

こ

。
（たて　　横　　　高さ　　直方体の体積）

直方体の体積は、60cm3 とわかります。

ナビ

ポイント

ポイント

答え　60cm3　

5× 4× 3＝ 60 60cm3



4

①〜③の直方体や立方体の体積は、何cm3でしょう。2

答え

答え

答え

①

③

②

10cm

8cm

12cm

5cm

5cm2cm

2cm 8cm

5cm

式

式

式

①〜③の直方体や立方体の、たて・横の長さと体積をもとに、高さは何cm
かを求めましょう。

3

①

②

③

□cm

□cm

□cm

4cm

体積
64cm3

体積
96cm3

体積
360cm3

4cm

8cm

2cm

3cm

4cm 答え

式

答え

式

答え

式

たて×横＝底の面積　だから、
直方体の体積＝底の面積×高さ　になるね。
高さ＝体積÷底の面積　で求められるよ。

160cm3

192cm3

125cm3

2× 8× 10
＝ 160

8× 12× 2＝ 192

5× 5× 5
＝ 125

4×4＝16
（底の面積）
64÷16＝4

2×4＝8（底の面積）
96÷ 8＝ 12

3× 8＝ 24（底の面積）
360÷ 24＝ 15

4cm

12cm

15cm



5

答え

式

答え

式

答え

式

ある店で売っている3種類のダンボール箱の、長さや体積を表にしました。
㋐〜㋒にあてはまる数を計算して書きましょう。

商品名 たての長さ
（cm） 横の長さ（cm） 高さ（cm） 体積（cm3）

1 ダンボール（小） 15 15 12 ㋐

2 ダンボール（中） 30 25 ㋑ 15000

3 ダンボール（大） 48 ㋒ 25 36000

4

①～③の展
てん

開
かい

図
ず

をもとに直方体の見
み

取
とり

図
ず

をかきました。たて・横・高さの長さ
を に書いてから、体積は何cm3か求めましょう。１目もりは１cmです。

5

①

②

③

〈展
てん

開
かい

図
ず

〉

〈展
てん

開
かい

図
ず

〉

〈展
てん

開
かい

図
ず

〉

〈見
み

取
とり

図
ず

〉

〈見
み

取
とり

図
ず

〉

〈見
み

取
とり

図
ず

〉

cm

cm

cm

cm

cm

cm

cm

cm
cm

30

2700

20

4× 3× 4＝ 48

7× 4× 2＝ 56

5× 2× 2＝ 20

48cm3

56cm3

20cm3

4

2

2

2
5

7
4

3
4



6

分 月 日 曜日 取り組んだ日目標タイム

さいころの表の面と
うらの面の数字の和
は、必ず 7になるね。

●
●
●

●� ●
●� ●
●� ●

●
●� ●
●� ●
●� ●

●�●
●�●

●� ●
●

●� ●

●
●
●

●
●

●
●
●

●� ●
●� ●
●� ●

●
●� ●
●� ●
●� ●

●�●
●�●

●� ●
●

●� ●

●
●
●

●
●

（答え）下に答えを書こう。

1つのさいころは左のような
太線で切って組み立てること
ができるね。もう１つのさい
ころは、どう切ればいいかな。

・さいころを作ろう
・立方体の数はいくつ ?

算数
マスター

挑
ちょう

戦
せん

1 30

正方形のます目がたて４列、横４列かかれた厚
あつ

紙
がみ

があ
ります。この厚

あつ

紙
がみ

にさいころを２つ作れるように、８
つの目をかきました。しかし、さいころの目があと４
つたりません。右下の（答え）のあいているます目にた
りない「目」をかいてみましょう。

ヒント

怪 ッドキ盗
かい とう その１

怪
かい

盗
とう

キッド

右のように切れば、さいころ
が2つ組み立てられます。問題
にはかかれていなかったさい
ころの目を入れてみたので、
確かめましょう！

●
●
●

●� ●
●

●� ●
●� ●
●� ●
●� ●

● ●� ●
●� ●

●� ●
●� ●
●� ●

●�●
●�●

●� ●
●

●� ●

●
●
●

●
●

● ●
●



7

そのとおり。下の表にまとめて、
１だんあたりの増

ふ

える数を見つ
けてください。
上から６だんめの箱の数も計算
で求められますよ。

一番上のだんは1個
こ

、
上から2だんめは見えない1
個
こ

を入れて3個
こ

。
上から3だんめは…6個

こ

だね！

答え

←積んだ箱を真上から見ると、こうなっているよ。

使った立方体の箱は全部で� 個
こ

上から1だんめ 上から2だんめ 上から3だんめ 上から4だんめ 上から5だんめ 上から6だんめ

箱の数 1個
こ

3個
こ

6個
こ

増
ふ

えた数

一番上のだん 一番下のだん

　下の図のように、立方体の箱を6だん積み上げました。
全部で何個

こ

の立方体を使ったか、答えられますか ?
見えない部分にも、立方体が積んであることに注意しま
しょう。

吉
よし

田
だ

歩
あゆ

美
み

小
こ

嶋
じま

元
げん

太
た

怪 ッドキ盗
かい とう その2

10個 15個 21個

2個 3個 4個 5個 6個

56



8

分 月 日 曜日 取り組んだ日目標タイム

次の3つの形のうち、面積が同じなのはどれとどれでしょう。2

形のなかに線を引い
て、小さな三角形を
作るとわかるよ。

答え

答え

ア　正方形

ア

ア

図 1

図 2

イ　直角二等辺三角形

イ

イ

ウ　台形

図1のような、大きさのちがう2まいのおり紙があります。重ねると、図
2のようになります。イのおり紙は、アのおり紙の何倍の大きさでしょう。

1

重なった部分の大きさを
比
くら

べてみると
わかりそうだな。

10cm

20cm 20cm

10cm

5cm

・何倍の大きさかな？
・かげの形を考えよう

ひらめき

図形

挑
ちょう

戦
せん

2 30

ヒント

赤
あか

井
い

秀
しゅう

一
いち

2倍

三角形２個
こ

分

三角形４個
こ

分

アとイ



9

正面からの光でできるかげ

①

ガラスのテーブル

右側から
の光

正面からの光

真上からの光

真上からの光でできるかげ

右側からの光で
できたかげ

ガラスのテーブルの上に積んだ角ざとうに、真上、右側、正面から光をあて
ます。かべやゆかには、どんなかげができるでしょう。①と②のます目に
例
れい のようにかげになる部分をぬりましょう。

3

②

例
れい



複
ふく

合
ごう

教
きょう

科
か

問題

４人が、４つの県の特色を調べて発表しました。
４人の発

はっ

表
ぴょう

内
ない

容
よう

を読んで、問題に答えましょう。

日本の都道府県
国語 読

どっ
解
かい
　 算数 表のまとめ　 社会 日本の国土

わたしが調べたのは、人口およそ 9696万人、面積 11万 16371637km² の
東北地方の北西部にある県です。西は日本海に面し、男

お

鹿
が

半島がつき
出ています。東部は奥

おう

羽
う

山脈、南部は丁
ひのと

岳
だけ

山地に囲まれていて、北部
には青森県との境

さかい

にブナの原生林で有名な白
しら

神
かみ

山地が広がり、世界自
然遺

い

産
さん

にも登録されています。稲
いな

作
さく

や林業がさかんです。またこの県
にある田

た

沢
ざわ

湖
こ

は、深さ日本一の湖として知られています。

わたしが調べたのは、中国地方の中南部にある県です。人口はおよそ
281281万人で、面積は 84798479km² です。南部は瀬

せ

戸
と

内
ない

海
かい

に面し、100100
をこえる島々があります。漁業は沿

えん

岸
がん

漁
ぎょ

業
ぎょう

が中心で、カキの養しょく
の生産高は日本一です。第二次世界大戦時に世界で最初に原

げん

爆
ばく

が落と
され、当時の悲さんさや平和の大切さを伝える原

げん

爆
ばく

ドームがあります。
世界文化遺

い

産
さん

にも登録されています。

コナン

光
みつ

彦
ひこ

歩
あゆ

美
み

灰
はい

原
ばら

ボクは、中部地方の南東部にある県を調べました。県の南は太平洋に
面し、北には世界文化遺

い

産
さん

に登録された富
ふ

士
じ

山
さん

などの高山がそびえて
います。東部には伊

い

豆
ず

半
はん

島
とう

があり、温せんが多いことで有名です。西
部にある浜

はま

名
な

湖
こ

は、うなぎの産地として有名です。お茶の産出量は日
本 11位です。人口はおよそ 365365万人で、県の面積は 77777777km² です。

ボクが調べたのは、九州地方の北西部にある県です。半島部のほかに五島
列島、対

つ

馬
しま

、壱
い

岐
き

などの島々がたくさんあって、島の総
そう

面
めん

積
せき

は県の面積
41304130km² の半分近くになります。漁港が発達していて、アジ類の魚の
取れ高は日本一です。昔、日本が外国とのかかわりを断

た

っていた時代、こ
の県の出島だけがオランダと交流する場でした。人口はおよそ134134万人
です。

10

取り組んだ日分 月 日 曜日20目標タイム



4 人はそれぞれ、何県について調べたのでしょう。 の中から１つずつ選
んで、漢字で答えましょう。

 で答えた県を、日本の東から西に位置する順にならべましょう。

4 人が調べた県の人口と面
積の順位を表にまとめ、県
名を漢字で書きましょう。
人口は多い順に、面積は広
い順にそれぞれ上から書き
ましょう。

コナンくんと歩
あゆ

美
み

さんが調べた内容について、２つの県に共通して言える
ことを１つ選び、記号を○で囲みましょう。
ア　県の南部には山地がある。
イ　多くの島々がある。
ウ　世界自然遺

い

産
さん

か、世界文化遺
い

産
さん

がある。
エ　共通するものはない。

光
みつ

彦
ひこ

くんと灰
はい

原
ばら

さんが調べた内容について、２つの県に共通して言えるこ
とを１つ選び、記号を○で囲みましょう。
ア　県の南部には山地がある。
イ　多くの島々がある。
ウ　沖合漁業がさかん。
エ　共通するものはない。

広島県は造
ぞう

船
せん

業
ぎょう

がさかんです。その理由を２つ、20字程
てい

度
ど

で書きましょう。
県の特色について、左ページに書かれている内容をもとに書きましょう。

1

2

3

4

5

6

佐賀県　 長崎県　 秋田県　 岩手県　 神奈川県　 静岡県　 広島県　 山口県

人口 面積

1 位

2 位

3 位

4 位

➡ ➡ ➡

理由 1

理由 2

安
あ

室
むろ

透
とおる

よく読んで
くださいね！

11

100 をこえる島々があり、交通に必要だから。

静岡県

静岡県 秋田県

秋田県

秋田県 長崎県

秋田県

静岡県

長崎県

広島県

広島県 広島県

広島県

長崎県

長崎県 静岡県

瀬戸内海に面し、漁場が多く、船が必要だから。
例



取り組んだ日分 月 日 曜日目標タイム

思考の達人
ツール

みんなに考えるワザを教えてあげよう。
まずは「比

くら

べる」ワザにチャレンジじゃ！　
これは、いくつかのもののちがうところと同じところを見つけることなんじゃ。

〈新聞 〉 〈 テレビ 〉

比
くら

べるところ

ちがうところ ちがうところ

「比
くら

べる」ワザにチャレンジ！

文字、写真

情
じょう

報
ほう

を伝える

紙
ガラス、
プラスチック
など

文字、写真、
映
えい

像
ぞう

新聞とテレビ、どちらにも
長所と短所があるね。
使う人や使う場面によってもちがうんだ。

わたしは
こう思ったよ！ 比

くら

べてみて思ったことを書いてみよう！

考えるワザをみがこう！ : ベン図

情
じょう

報
ほう

の
種類

材料

機
き

能
のう

同じところ

新聞とテレビを比
くら

べようお題

20

まずは、練習
してみよう！

サッカーは
動いているところを
見たいから
テレビがいいなぁ。

12

（例）

保
ほ

存
ぞん

切りぬきを

ノートにはる
録画



比
くら

べてみて思ったことを書いてみよう！（思ったこと何でもいいよ！）

自分たちの学校と、インドのある学校の
授
じゅ

業
ぎょう

風
ふう

景
けい

を比
くら

べよう
お題

ちがうところ ちがうところ

〈 自分たちの学校 〉 〈 インドのある学校 〉

自分たちの授
じゅ

業
ぎょう

風
ふう

景
けい

を
よーく思い出そう！

ぼくたちの
教室にあるものが
ないですね！

同じところ
比
くら

べるところ

〈 インドのある学校の授
じゅ

業
ぎょう

風景 〉

やって
みよう！

13

ない

教
きょう

師
し

と子ども

何人かで使う

長
なが

机
づくえ

小さい

1 人用の机
つくえ

机
つくえ

けいじ物

参加
している人

黒板の
大きさ

絵や学習ルール

などをはっている

大きい

（例）

（例）比
くら

べるには、「ちがうところ」だけではなく
　　 「同じところ」を見つけることが大切だとわかった。
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 取り組んだ日

目標タイム

 学習のねらい

月

日

曜
日

分

国語

25

基
き

本
ほん

1

問
題
を
通
し
て
語
い
を
増ふ

や
し
て
い
き

ま
す
。「
体
の
部
分
を
使
っ
た
慣か

ん

用よ
う

句く

」

は
、
日に

ち

常じ
ょ
う

会か
い

話わ

で
も
よ
く
使
う
慣か

ん

用よ
う

句く

ば
か
り
で
す
の
で
、
意
味
と
使
い
方
を

覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

言
葉慣か

ん

用よ
う

句く

体
の
部
分
を
使
っ
た
慣か

ん

用よ
う

句く

☆
本
来
の
体
の
働
き
と
関
係
の
深
い
も
の

☆
本
来
の
体
の
働
き
と
は
関
係
の
な
い
も
の

目
が
高
い
⇨ 
価か

値ち

を
見
分
け
る
力
が
あ
る
。

耳
が
早
い
⇨ 
す
ば
や
く
情じ

ょ
う

報ほ
う

を
聞
き
つ
け
る
。

口
が
軽
い
⇨ 

お
し
ゃ
べ
り
で
あ
る
。

鼻
に
か
け
る
⇨ 

得と
く

意い

に
な
る
。
自
ま
ん
す
る
。

足
が
出
る　

⇨ 

予
算
を
こ
え
て
し
ま
う
。

体
の
部
分
を
使
っ
た
慣か

ん

用よ
う

句く

「
慣か

ん

用よ
う

句く

」
と
は
、
二
つ
以
上
の
言
葉

が
結
び
つ
い
て
、
あ
る
決
ま
っ
た
意

味
を
表
す
言
葉
じ
ゃ
よ
。

こ
っ
ち
は
意
味
を
知
ら
な
い
と

使
え
な
い
わ
ね
。

こ
れ
は
意
味
の
見
当
が
つ
き
や
す
い
で
す
ね
。

次
の
慣か

ん

用よ
う

句く

の
意
味
に
合
う
ほ
う
の（　

）

（　

）に
○
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

1

ア（　

）自
分
の
欠
点
を
言
わ
れ
て
つ
ら
い
。

イ（　

）耳
に
病
気
が
あ
る
。

　

 

耳
が
い
た
い

ア（（　　

））あ
つ
か
い
に
こ
ま
る
。

イ（（　　

））や
け
ど
す
る
。

① 

手
を
焼
く

ア（（　　

））相
手
を
こ
ま
ら
せ
る
。

イ（（　　

））相
手
に
は
じ
を
か
か
せ
る
。

② 

顔
に
ど
ろ
を

　

 

ぬ
る

ア（（　　

））悪
い
こ
と
を
や
め
る
。
改
心
す
る
。

イ（（　　

））物
事
に
真
け
ん
に
取
り
組
む
。

③ 

足
を
あ
ら
う

ア（（　　

））え
ら
そ
う
な
態た

い

度ど

を
と
ら
な
い
。

イ（（　　

））地
面
に
す
わ
っ
て
、
安
定
し
て
い
る
。

④ 

こ
し
が
低
い

例例

例

いっしょに覚えよう！

江
え

戸
ど

川
がわ

コナン

阿
あ

笠
がさ

博
は か せ

士 灰
はい

原
ばら

哀
あい

円
つぶら

谷
や

光
みつ

彦
ひこ

2



熟じ
ゅ
く

語ご

の
し
り
と
り

語い力
アップ

に
し
た
が
っ
て
熟じ

ゅ
く

語ご

が
で
き
る
よ
う
に
、
□□
に
合
う
漢
字
を 　
　

 

か
ら
選
ん
で
書
き
入
れ
ま
し
ょ
う
。

2

行

進

作 物

暗

本 記

出
発

①

②③

力

屋 題

物

験育声楽

発
①

②③

④

⑤

日　

好　

明

運　

動

術　

音　

問　

件

校　

学　

体　

見

1

2

3

明

日動

見

学

問 音体



 取り組んだ日

目標タイム

 学習のねらい

月

日

曜
日

分

国語
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
下
の
問
題
に
答
え
ま
し
ょ
う
。

1

1 

⑴
―
―
「『
バ
ベ
ル
の
塔と

う

』
の
話
」
は
、
ど
こ
ま
で
書
か
れ
て
い
ま
す

か
。
終
わ
り
の
五
字
を
ぬ
き
出
し
て
答
え
ま
し
ょ
う
。（
句く

読と
う

点て
ん

は
数

え
ま
せ
ん
。）

2  　

  　
　

に
あ
て
は
ま
る
接せ

つ

続ぞ
く

語ご

を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え

ま
し
ょ
う
。

ア　

そ
し
て　
　
　

イ　

つ
ま
り　
　
　

ウ　

た
と
え
ば

エ　

と
こ
ろ
が　
　

オ　

な
ぜ
な
ら

 

3 

⑵
―
―
「
人
間
た
ち
の
思
い
上
が
り
」
の
内な

い

容よ
う

に
あ
た
る
一
文
は
、

ど
れ
で
し
ょ
う
。
は
じ
め
と
終
わ
り
の
五
字
を
書
き
ま
し
ょ
う
。（
句く

読と
う

点て
ん

は
数
え
ま
せ
ん
。）

 

は
じ
め　

終
わ
り　

Ａ

❶ 　

み
な
さ
ん
は
⑴

「
バ
ベ
ル
の
塔と

う

」

の
話
を
、
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
。（
略り

ゃ
く

）

❷ 　

昔
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
平
原

（
現げ

ん

在ざ
い

の
イ
ラ
ク
の
あ
た
り
）
に
住

む
人
々
は
、
れ
ん
が
や
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
を
つ
く
り
出
し
、
立り

っ

派ぱ

な
家

を
建
て
、
町
づ
く
り
に
は
げ
ん
で

い
ま
し
た
。
人
々
は
自
信
に
満
ち

あ
ふ
れ
、「
さ
あ
、
こ
ん
ど
は
、
み

ん
な
が
そ
の
下
に
い
っ
し
ょ
に
住

め
る
よ
う
な
、
天
ま
で
届と

ど

く
大
き

な
塔と

う

を
立
て
、
わ
れ
わ
れ
の
力
と

名
前
を
、
世
界
中
に
広
め
て
や
ろ

う
じ
ゃ
な
い
か
」
と
考
え
、
天
ま

で
届と

ど

く
塔と

う

の
建け

ん

設せ
つ

に
と
り
か
か
り
ま
し
た
。 　

  　
　

、
こ
の
よ
う
す

を
見
て
い
た
神
さ
ま
は
、
こ
れ
を
快

こ
こ
ろ
よ

く
思
わ
ず
、
⑵

人
間
た
ち
の
思

い
上
が
り
を
い
ま
し
め
る
た
め
に
、「
よ
し
、
そ
れ
な
ら
、
彼か

れ

ら
の
こ

と
ば
を
乱み

だ

し
、
お
た
が
い
の
言
っ
て
い
る
こ
と
が
通
じ
な
く
な
る
よ

う
に
し
て
や
ろ
う
」
と
思
い
立
ち
、

そ
れ
を
実
行
に
移う

つ

し
ま
し
た
。

❸ 　

さ
あ
、
大
変
で
す
。
あ
る
日
突と

つ

然ぜ
ん

、
お
た
が
い
の
言
っ
て
い
る
こ

と
が
ま
っ
た
く
通
じ
な
く
な
っ
た

の
で
す
か
ら
、
人
々
は
大だ

い

混こ
ん

乱ら
ん

に

お
ち
い
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
、「
金
づ
ち
」
を
持
っ
て
来

い
、
と
言
っ
た
の
に
「
釘く

ぎ

」
を
持
っ
て
き
た
り
、「
釘く

ぎ

を
打
っ
て
く
れ
」

と
言
っ
た
の
に
、
か
け
ず
り
ま
わ
っ
た
り
、
と
い
う
具
合
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。
こ
れ
で
は
、
塔と

う

の
建け

ん

設せ
つ

が
、
調
子
よ
く
進
む
は
ず
も
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
人
々
が
い
っ
し
ょ
に
暮く

ら
し
て
い
く

こ
と
さ
え
、
む
ず
か
し
い
状じ

ょ
う

態た
い

に
な
り
ま
し
た
。
結
局
、
塔と

う

の
建け

ん

設せ
つ

は
中
止
し
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
り
、
人
々
は
ち
り
ぢ
り
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

❹ 　

こ
の
話
は
、「
こ
と
ば
」
と
い
う
も
の
が
、人
間
が 　

  　
　

 

う
え
で
、

い
か
に
⑶

か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
み
ご

と
に
物
語
っ
て
い
ま
す
。

❺ 　

実じ
っ

際さ
い

、
私

わ
た
く
し

た
ち
の
社
会
は
、
こ
と
ば
が
な
け
れ
ば
、
何
事
も
成
し

え
な
い
よ
う
に
で
き
て
い
ま
す
。
こ
と
ば
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
も
の

ご
と
を
深
く
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
の
考
え
て
い
る
こ
と
を
相

手
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 　

  　
　

 

、
相
手
の
考
え
て
い
る

こ
と
も
、
こ
と
ば
で
表ひ

ょ
う

現げ
ん

さ
れ
て
は
じ
め
て
、
理り

解か
い

す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。

Ａ

Ｂ

Ｃ

読ど
っ

解か
い[

説
明
文]

話
し
こ
と
ば
の
ひ
み
つ

筆
者
の
最
も
言
い
た
い
こ
と
に
注
目
し
よ
う
。

50

人ひ
と

々び
と

の
生
活
に
と
っ
て
大
切
な
話
し
言
葉
に

つ
い
て
の
説
明
文
で
す
。
説
明
の
仕
方
、
文

章
の
組
み
立
て
な
ど
、
段だ

ん

落ら
く

ご
と
に
何
を
説

明
し
て
い
る
の
か
に
注
目
し
な
が
ら
、
筆
者

の
最
も
言
い
た
い
こ
と
を
考
え
ま
す
。

基
き

本
ほん

2

4

う人か
こ々り
とはま
で自し
す信 エた



4  　

  　
　

に
あ
て
は
ま
る
言
葉
と
し
て
最
も
適て

き

当と
う

な
も
の
を
次
の
中
か

ら
選
び
、
記
号
で
答
え
ま
し
ょ
う
。

ア　

自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る

イ　

共
同
作
業
や
共
同
生
活
を
営い

と
な

む

ウ　

議ぎ

論ろ
ん

を
た
た
か
わ
す

エ　

感か
ん

情じ
ょ
う

を
う
ま
く
表ひ

ょ
う

現げ
ん

す
る 

5 

⑶
―
―
「
か
け
が
え
の
な
い
」
と
は
、
ど
う
い
う
意
味
で
す
か
。
次

の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
ま
し
ょ
う
。

ア　

役
に
立
た
な
い　
　
　
　

イ　

と
て
も
大
切
な

ウ　

あ
て
に
な
ら
な
い　
　
　

エ　

信
用
で
き
な
い

6  　

  　
　

に
あ
て
は
ま
る
接せ

つ

続ぞ
く

語ご

を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え

ま
し
ょ
う
。

ア　

で
も　
　
　

イ　

さ
て　
　
　

ウ　

で
は

エ　

ま
た　
　
　

オ　

ま
た
は

 7 

❶
〜
❺
段だ

ん

落ら
く

ま
で
の
文
で
、
筆
者
の
最
も
言
い
た
い
こ
と
が
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
の
は
、
ど
の
段だ

ん

落ら
く

で
す
か
。
番
号
で
答
え
ま
し
ょ
う
。

 
 

段だ
ん

落ら
く

ＢＣ

❶ 　

み
な
さ
ん
は
⑴

「
バ
ベ
ル
の
塔と

う

」

の
話
を
、
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
。（
略り

ゃ
く

）

❷ 　

昔
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
平
原

（
現げ

ん

在ざ
い

の
イ
ラ
ク
の
あ
た
り
）
に
住

む
人
々
は
、
れ
ん
が
や
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
を
つ
く
り
出
し
、
立り

っ

派ぱ

な
家

を
建
て
、
町
づ
く
り
に
は
げ
ん
で

い
ま
し
た
。
人
々
は
自
信
に
満
ち

あ
ふ
れ
、「
さ
あ
、
こ
ん
ど
は
、
み

ん
な
が
そ
の
下
に
い
っ
し
ょ
に
住

め
る
よ
う
な
、
天
ま
で
届と

ど

く
大
き

な
塔と

う

を
立
て
、
わ
れ
わ
れ
の
力
と

名
前
を
、
世
界
中
に
広
め
て
や
ろ

う
じ
ゃ
な
い
か
」
と
考
え
、
天
ま

で
届と

ど

く
塔と

う

の
建け

ん

設せ
つ

に
と
り
か
か
り
ま
し
た
。 　

  　
　

、
こ
の
よ
う
す

を
見
て
い
た
神
さ
ま
は
、
こ
れ
を
快

こ
こ
ろ
よ

く
思
わ
ず
、
⑵

人
間
た
ち
の
思

い
上
が
り
を
い
ま
し
め
る
た
め
に
、「
よ
し
、
そ
れ
な
ら
、
彼か

れ

ら
の
こ

と
ば
を
乱み

だ

し
、
お
た
が
い
の
言
っ
て
い
る
こ
と
が
通
じ
な
く
な
る
よ

う
に
し
て
や
ろ
う
」
と
思
い
立
ち
、

そ
れ
を
実
行
に
移う

つ

し
ま
し
た
。

❸ 　

さ
あ
、
大
変
で
す
。
あ
る
日
突と

つ

然ぜ
ん

、
お
た
が
い
の
言
っ
て
い
る
こ

と
が
ま
っ
た
く
通
じ
な
く
な
っ
た

の
で
す
か
ら
、
人
々
は
大だ

い

混こ
ん

乱ら
ん

に

お
ち
い
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
、「
金
づ
ち
」
を
持
っ
て
来

い
、
と
言
っ
た
の
に
「
釘く

ぎ

」
を
持
っ
て
き
た
り
、「
釘く

ぎ

を
打
っ
て
く
れ
」

と
言
っ
た
の
に
、
か
け
ず
り
ま
わ
っ
た
り
、
と
い
う
具
合
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。
こ
れ
で
は
、
塔と

う

の
建け

ん

設せ
つ

が
、
調
子
よ
く
進
む
は
ず
も
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
人
々
が
い
っ
し
ょ
に
暮く

ら
し
て
い
く

こ
と
さ
え
、
む
ず
か
し
い
状じ

ょ
う

態た
い

に
な
り
ま
し
た
。
結
局
、
塔と

う

の
建け

ん

設せ
つ

は
中
止
し
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
り
、
人
々
は
ち
り
ぢ
り
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

❹ 　

こ
の
話
は
、「
こ
と
ば
」
と
い
う
も
の
が
、人
間
が 　

  　
　

 

う
え
で
、

い
か
に
⑶

か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
み
ご

と
に
物
語
っ
て
い
ま
す
。

❺ 　

実じ
っ

際さ
い

、
私

わ
た
く
し

た
ち
の
社
会
は
、
こ
と
ば
が
な
け
れ
ば
、
何
事
も
成
し

え
な
い
よ
う
に
で
き
て
い
ま
す
。
こ
と
ば
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
も
の

ご
と
を
深
く
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
の
考
え
て
い
る
こ
と
を
相

手
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 　

  　
　

 

、
相
手
の
考
え
て
い
る

こ
と
も
、
こ
と
ば
で
表ひ

ょ
う

現げ
ん

さ
れ
て
は
じ
め
て
、
理り

解か
い

す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。

Ａ

Ｂ

Ｃ

最
初
か
最
後
に
書
か
れ
て
い
る

こ
と
が
多
い
よ
！

筆
者
の
最
も
言
い
た
い
こ
と
に
注
目
し
よ
う
。

5

イイエ
５



国語
マスター

 取り組んだ日

目標タイム

月

日

曜
日

分

①　
（（　
　

））　　
②　
（（　
　

））　　
③　
（（　
　

））

④　
（（　
　

））　　
⑤　
（（　
　

））

えう報ほ
うを行 てよ とに言とにい「 お王

ばそ告こ
くおかしはう二におうが、、わあしさむ

おをしかせばいに人し金のでこ美たるゃまか
ろつましまらな見はまをできのしく日れはし
かいせいしくかせ二しあすな布ぬ

のいし、で、、
者たんとたしっか台たた。いは布ぬ

のた二、一ひ
とので思。てたけの。え王不、をち人服日と
思でしいけ、のま機は

た 、さ思お織おはのがにり
わすたまら王でしの おま議ろる、う大何の
れ。 しいさすたそ 城し

ろはなかこまそす度王
る ⑤ はま。 ば の、布ぬ

の者とだつきもさ
かし が機は

たは ④ 中こでにがだきで着ま
ら布ぬ

のご、のけも でのごはでれがしがが
でがとそ上らあ ③ 布ぬ

の話ざまきもおたえい
す見なれにいり本 ををいっま見城し

ろ。をま

。え布ぬ
のを何をま当働 織お信またすた すし

なで王も仕せはい らじすく。 ① るた
いすさな事ん何て 、。」見おと ほ。
と。」まい場。もい 二とるまがて どこ
言とにのへ しる 人、こけな、 、の

①

②

③

④
⑤

せ 。

に

に

せ

、

キ エ

オ

カ

ア

イ

ウ

る

表

る

さ

二 た 三

た

も

こ

こ

、

も

こ み

れ

れ

こ

も

。
ク

で で布ぬ
の

も

ア
ン
デ
ル
セ
ン
の「
裸は

だ
か

の
王
様
」の
パ
ズ
ル
だ
よ
。

ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
童
話
を
完
成
さ
せ
よ
う
。

上
の
五
つ
の
空
白
を
う
め
る
に
は
、
次
の
ど
の

ピ
ー
ス
を
あ
て
は
め
れ
ば
よ
い
か
考
え
る
ん
じ
ゃ
。

左
の
①
〜
⑤
の
空く

う

ら
ん
に
あ
て
は
ま
る
も
の
を
、
下
の
ア
〜
ク
の
中
か
ら
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
記
号
で
答
え
ま
し
ょ
う
。

1

「

。

し

「現あ
ら
わ

20

名
作
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル

言
葉
を
お
ぼ
え
よ
う

挑
ちょう

戦
せん

1

6

キエ

イ

カク



ど
ん
な
意
味
か
、
辞
典
で
調
べ
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

知
ら
ぬ
が
仏ほ

と
け（（　

　

））

仏ほ
と
け

の
顔
も
三
度（（　
　

））

地じ

ご
く
で
仏ほ

と
け

に
会
う（（　
　

））

　

で
は
、
ア
〜
ウ
の
熟じ

ゅ
く

語ご

の
「
過カ

」
は
、
①
・
②
の
ど
ち
ら
の
意
味
で
使

わ
れ
て
い
ま
す
か
。
番
号
で
答
え
ま
し
ょ
う
。

　

ア　

通つ
う

過か（（　
　

））　
イ　

過か

失し
つ（（　

　

））　
ウ　

過か

去こ（（　
　

））

　

ア　

ひ
ど
く
こ
ま
っ
て
い
る
と
き
に
助
け
を
受
け
る
。

　

イ　

知
ら
な
け
れ
ば
、
平
気
で
い
ら
れ
る
。

　

ウ　
�

ど
ん
な
に
や
さ
し
い
人
で
も
、
た
び
た
び
め
い
わ
く
を
か
け
れ

ば
、
お
こ
り
だ
す
。

　

①　

過す

ぎ
る
こ
と
。
こ
え
る
こ
と
。

　

②　

ま
ち
が
え
る
こ
と
。
あ
や
ま
ち
。

①②

③

「
過
」の
意
味

「
仏
」を
使
っ
た
こ
と
わ
ざ

「
過
」と
い
う
漢
字
に
は
、
次
の
二
つ
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

2

次
の
こ
と
わ
ざ
の
意
味
を
後
か
ら
選
ん
で
、（（　

））
に
記
号
を
書

き
ま
し
ょ
う
。

3

「
の
ど
も
と
過す

ぎ
れ
ば
熱
さ
を
わ
す
れ
る
」

「
過す

ぎ
た
る
は
お
よ
ば
ざ
る
が
ご
と
し
」

調べよう！

7

①

②

①

ウ

イ

ア

度
を
こ
え
て
し
す
ぎ
た
こ
と
は
、
し
足
り
な

い
の
と
同
じ
よ
う
に
よ
く
な
い
。

例例
熱
い
も
の
も
、
飲
ん
で
し
ま
え
ば
平
気
に

な
る
よ
う
に
、
つ
ら
か
っ
た
こ
と
も
、
過

ぎ
て
し
ま
え
ば
わ
す
れ
て
し
ま
う
。

例例



つたえる

作文

 取り組んだ日

目標タイム

月

日

曜
日

分

好
き
な
食
べ
物
・
苦
手
な
食
べ
物
を
三
つ
挙
げ
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
ら
を
選
ん
だ
理
由
も
書
き
ま
し
ょ
う
。

1

1
2

3

第
三
位

第
一
位第

二
位

1
2

3

第
三
位

第
一
位第

二
位

選
ん
だ
理
由
は
？

選
ん
だ
理
由
は
？

① 

好
き
な
食
べ
物　

ベ
ス
ト
３ス

リ
ー

② 

苦
手
な
食
べ
物　

ワ
ー
ス
ト
３ス

リ
ー

ラ
ン
キ
ン
グ
を
し
て
み
よ
う

い
ろ
い
ろ
な
テ
ー
マ
で
三
つ
考
え
て
順
位

を
つ
け
る
問
題
で
す
。
選
ん
だ
理
由
を
説

明
す
る
こ
と
で
、
思
考
力
や
表ひ

ょ
う

現げ
ん

力り
ょ
く

を
養

う
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。
ラ
ン
キ
ン
グ
し

て
理
由
を
書
く
作
業
は
、
作
文
に
も
役
立

ち
ま
す
。

40

挑
ちょう

戦
せん

2

8

う
ど
ん

ピ
ー
マ
ン

例

例

ラ
ー
メ
ン

め
ん
類
が
大
好
き
な
の
で
、
ま
よ

わ
ず
選
ん
だ
。
な
か
で
も
、
ラ
ー

メ
ン
が
ダ
ン
ト
ツ
の
一
位
。
毎
日

で
も
あ
き
な
い
。

例

苦
い
味
の
す
る
野
菜
が
、
ど
う
し

て
も
好
き
に
な
れ
な
い
。
苦
い
味

を
消
す
よ
う
に
料
理
し
て
く
れ
な

い
と
無
理
だ
と
思
う
。

例

ゴ
ー
ヤ

ス
パ
ゲ
テ
ィ

セ
ロ
リ



今
年
に
な
っ
て
、
テ
レ
ビ
・
新
聞
の
ニ
ュ
ー
ス
の
中
で
、
印
象
に
残
っ
て
い
る
も
の
を
三
つ
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

2

ま
ず
は　

第　

三　

位

そ
れ
は
ど
ん
な
ニ
ュ
ー
ス
？

選
ん
だ
理
由
は
？

次
は　

第　

二　

位

そ
れ
は
ど
ん
な
ニ
ュ
ー
ス
？

選
ん
だ
理
由
は
？

い
よ
い
よ　

第　

一　

位

そ
れ
は
ど
ん
な
ニ
ュ
ー
ス
？

選
ん
だ
理
由
は
？

毎
日
、
い
ろ
い
ろ
な
ニ
ュ
ー
ス
が
あ

る
ね
。
今
年
も
い
ろ
ん
な
こ
と
が
起

き
て
い
る
け
ど
、
印
象
に
残
る
ニ
ュ

ー
ス
を
三
つ
挙
げ
て
み
よ
う
。

9

市
立
図
書
館
に
ま
ん
画

コ
ー
ナ
ー
が
で
き
る
。

例例
図
書
館
に
ま
ん
画
を
置
い

て
ほ
し
い
と
三
年
前
か
ら

お
願
い
し
て
い
た
の
が
実じ

つ

現げ
ん

し
て
う
れ
し
い
。

例例

大
き
な
体
の
外
国
人
選
手
を

相
手
に
、
す
ば
ら
し
い
プ
レ

ー
を
し
て
い
る
の
が
か
っ
こ

い
い
。

例例

自
分
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

か
か
っ
て
、
と
て
も
つ
ら
か

っ
た
か
ら
。

例例

日
本
の
サ
ッ
カ
ー
選
手
が

海
外
で
活
や
く
。

例例

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

大
流
行
。

例例



小5コース

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

国語

文字

• 新出漢字
• 似た漢字、
同音の漢字

• 漢字の部首、
部首の種類

• 熟語の組み立て

• 新出漢字
• 似た漢字、
同音の漢字

• 「貝」のつく漢字

• 新出漢字 • 新出漢字
• 部首、熟語の
組み立ての復習

• 新出漢字 • 新出漢字
• 同音異義語

• 新出漢字 • 新出漢字 • 新出漢字
• 漢字の画数、
漢和辞典の
使い方

• 新出漢字
• 特別な読み方

• 5年生の復習 • 5年生の復習

言葉

• 接続語
（順接、逆接、
その他）

• 言葉の使い方
（擬声語と
擬態語、
呼応の副詞）

• 体の部分を
使った慣用句

• 和語、漢語、
外来語

• 敬語の使い方
• 指示語の答え方

• 表現技法
• ことわざ、
慣用句

• 主語、述語、
修飾語

• 品詞
（名詞、動詞、
形容詞など）

• 類義語と対義語 • 助動詞と慣用句 • 四字熟語 • ことわざ • 5年生の復習 • 5年生の復習

読解

• 物語
「ひさの星」
（斎籐隆介）
など

• 読解力、
記述力をつける
（人物の気持ち
を考える）　

• 伝記「科学者の目
フレミング」
（かこさとし）など

• 物語
「雨の動物園」
（舟崎克彦）
など

• 記述力をつける
（理由の説明、
指示語）

• 物語
「片耳の大シカ」
（椋鳩十）など

• 記述力をつける
（要点をつかむ）

• 物語
「それいけ
ズッコケ三人組」
（那須正幹）など

• 記述力をつける
（空欄補充、
かなづかい）

• 記述力をつける
（例文をつくる）

• 物語
「一房の葡萄」
（有島武郎）など

• 記述力をつける
（比喩を説明する）

• 物語
「銀河鉄道の夜」
（宮沢賢治）
など

• 物語
「はじめての
文学　重松清」
（重松清）など

• 物語
「くもの糸」
（芥川龍之介）
など

• 物語
「二十四の瞳」
（壺井栄）など

• 紀行文
「冒険」
（植村直己）
など

作文

• 五・七・五遊び
• 「ある日の
できごと」
日記　など

• ランキングを
つくる

• 「おもしろい人
ナンバーワン」
作文　など

• 今日は何の日？
• 「○○記念日」
作文　など

• 場面を考えて
書く

• 「かわいいもの」
作文　など

• 調べたことを
書く

• 「伝記」の
感想文　など

• アイディアを
説明する

• 「観察したこと」
作文　など

• メモをとる
• 「なりきって
書きました」
作文　など

• 資料を読んで
考える

• 「言葉まちがい」
作文　など

• 今年を表す
漢字は？

• 「苦手なもの」
作文　など

• 「正月の思い出」
作文

• あなたは
どっち派？　など

• お気に入りの理由
を書く　など

• 「五年生を
ふり返って」
作文　など

算数

主な学習内容

• 小数のしくみ
• 小数の大小・単位
• 直方体と立方体の
体積

• ２つの量の関係
• 小数のかけ算
（小数×整数、
小数×小数）

• 小数倍

• 小数のわり算
（小数÷整数、
小数÷小数）

• 小数のわり算を
使った文章題

• 合同な図形
• 図形の角

• 偶数と奇数
• 倍数、公倍数、
約数、公約数

• 同じ大きさの
分数

• 通分・約分
• 分数のたし算・
ひき算

• わり算と分数
• 分数の倍
• 平均

• 単位量あたりの
大きさ

• 面積（平行四辺形・
三角形）

• 面積の求め方の
工夫

• 速さ

• 割合
（比べられる量、
もとにする量、
百分率、帯グラフ
と円グラフ）

• 正多角形
• 円周
• 角柱、円柱
• 見取図と展開図

• ５年生の復習

図形

• 紙を重ねたり、
折り曲げたときの
大きさや角度を
求める

• かげの形を考える
• 図形のまわりの
長さを考える

• 八角形にならべた
コインの枚数を
考える

• 図形の面積から
辺の長さを求める

• 面積が
５ｃ㎡、１０ｃ㎡の
正方形をかく　
など

• 台形や三角形を
切って長方形に
ならべる

• 長方形の中の
四角形の面積を
求める

• ３方向から見た
図から立体を
イメージする
など

• 平行四辺形を
切って長方形に
する

• 四角形の面積を
求める

• ２回折った
折り紙を切って
開いたときの形を
考える

• さいころを
転がして下に
なる面の目の数を
考える

• 長方形の中の
四角形の面積を
求める

• あなをあけた
立方体を考える

• 長方形を
折り返した
角度を求める

• 三角形の性質を
使って角度を
求める

• 立方体の
切り口を考える

• 複雑な図形の
角度を求める

• 四角形を
組み合わせた
図形の辺の長さを
求める

• 台形を同じ形の
台形４つに分ける

• 正三角形を
等分したときの
まわりの長さを
考える

• 平行線と三角形の
性質を使って
角度を求める

• ２回折った折り紙を
切った形を考える

• 重なった長方形の
面積から辺の
長さを求める

• あなをあけた
立方体を考える

• 正方形を
３つ重ねた
まわりの長さを
求める

• 長方形の中の
三角形の面積を
求める

• 三角形の面積を
くふうして求める

• 複雑な形の角度を
求める

• 立体の辺と点を
平面で見る

• 立方体にかいた
線を展開図に
かく

• 高さが同じ
台形と三角形の
面積の関係を
求める

• 二等辺三角形の
性質から辺の
長さを求める

• 正方形の中に
ある円周の
長さを求める

• 正方形の中の
正方形の面積を
考える

• 正三角形を
しきつめて
できた三角形を
考える

• 四角形を重ねた
ときの面積や
辺の長さを
考える

• 三角形の中の
三角形の面積を
考える

思考の達人ツール • ベン図 • X・Yチャート • イメージマップ • コンセプトマップ • バタフライ
チャート • お魚ボーン図 • ステップチャート • クラゲチャート • ピラミッドチャート • ピラミッドチャート • ワザを

組み合わせる
• ワザを
組み合わせる

複合教科問題
• 熱の伝わり方を
観察しよう

• 星座や星の種類 • 空気の圧力と
気温

• サケとイクラ • セミの生態 • かん電池と
リサイクル

• もののとけ方と
体積

• 大豆 • 資源とクリーン
エネルギー

• スマートフォンと
ネットの利用

• みんなが
住みやすい
まちづくり

• みそしると
日本の自給率

国語国語国語国語国語

算数算数算数算数

年間学習カリキュラム

複合教科問題複合教科問題複合教科問題複合教科問題複合教科問題複合教科問題複合教科問題複合教科問題複合教科問題複合教科問題

思考の達人ツール思考の達人ツール思考の達人ツール思考の達人ツール思考の達人ツール思考の達人ツール思考の達人ツール思考の達人ツール思考の達人ツール思考の達人ツール思考の達人ツール思考の達人ツール思考の達人ツール

※内容は一部変更になる場合がございます。


